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（ 学校

の写真） 

＜第１学年：防災教育＞    

 第１学年では１年間を通して、防災教育を行った。 

夏休みの課題で自分の家の周辺の危険箇所（地震 

が起こったら壊れそうな塀、大雨が降ったら増水し  

そうな川等）を調べた。 

２学期には保険会社の協力も得て、「逃げ地図」づ 

くりを行い、避難場所へどのくらいの時間を要するの 

か、学ぶことができた。また、マイタイムラインを活 

用し、防災計画・避難の行動計画についてまとめた。 

３学期では地域めぐりも兼ね、地域の史跡に必要な 

防災対策を考えたり、起こりえる可能性のある被害な 

どを予測したりした。そして、今まで学んだことや自 

分たちで蓄積した資料を各クラスで８～９班に分かれ、防災マップにまとめ、各学級

で発表会を行った。そして、全クラスで情報を共有できるように、掲示した。 

 

＜第３学年：国際理解教育＞ 

３年生の総合的な学習の時間では、「国際 

社会における生き方を考えよう」というテー 

マのもと、国際理解を深める学習を行った。１学期に 

「地球の上に生きる～８０か国で出会った人々」とい 

うテーマで渡航経験のある日本人講師を迎え、講演を 

聞いた。それをもとに、自分が興味を持ったこと、更 

に深く知りたいことを考え、追究していきたい個人テ 

ーマを設定し、追究学習を行った。 

２学期に各クラスで発表会を行い、「自分に何ができ 

きるか」という考えを持ったうえで、再度、講演を聞 

き、自分の考えを深めた。３学期には有志が「ウクラ 

イナへの募金とおもちゃ支援」を全校生徒に呼びかけ、 

集まったおもちゃをウクライナへ送った。 

 

 

 

 


